
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部にバルーンを
　前記挿入部の外周面に円周方向に形成され

　

　

【請求項２】
　

【請求項３】
　内視鏡の挿入部にバルーンが
　前記挿入部の外周面に円周方向に形成され、前記バルーンの端部が係合される係合部と
、

10

20

JP 3812675 B2 2006.8.23

固定する内視鏡用バルーンの固定方法において、
るとともに、傾斜面と該傾斜面に形成された

嵌合溝、又は、テーパと該テーパに形成された突起との一方が設けられた係合部と、
前記係合部の嵌合溝に嵌め込まれる突起と該突起が前記係合部の嵌合溝に嵌め込まれた

際に前記係合部の傾斜面との間に前記バルーンの端部を挟持するテーパ、又は、前記係合
部の突起が嵌め込まれる嵌合溝と該嵌合溝に前記係合部の突起が嵌め込まれた際に前記係
合部のテーパとの間に前記バルーンの端部を挟持する傾斜面が設けられた押さえ環と、を
用い、

前記バルーンの端部を前記係合部と前記押さえ環とで挟持することを特徴とする内視鏡
用バルーンの固定方法。

バルーンの一方の端部が固定され、裏返された状態のバルーンのもう一方の端部を、前
記係合部と前記押さえ環とで挟持することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用バルー
ンの固定方法。

固定される内視鏡用バルーンの固定構造において、



　前記係合部に嵌合され、前記バルーンの端部を前記係合部との間に挟持する押さえ環と
、を備え
　

　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は に係り、特に略筒状に形成されたバ
ルーンを内視鏡の挿入部に に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、体腔内に挿入される挿入部に膨出自在なバルーンを装着した内視鏡が使用さ
れている。この内視鏡は、挿入部を体腔内の管腔内に挿入してバルーンを膨張させること
によって、挿入部を所望の位置に静止させることができる。よって、観察視野を確保した
り、処置具類による処置を確実に行うことができる。
【０００３】
　挿入部に装着されるバルーンは略筒状に形成されている。このバルーンに挿入部を挿通
させ、バルーンの両端部に糸を巻回することによってバルーンが挿入部に固定される。特
許文献１には、バルーンを筒体の内周面に吸着することによってバルーンの内径を拡げ、
挿入部を挿通させる方法が記載されている。したがって、特許文献１によれば、挿入部を
バルーンに容易に挿通させることができる。
【特許文献１】特開平５－１５４８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１は、バルーンを挿入部に挿通させた後、バルーンの両端部に
糸を巻回して固定する作業に手間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、バルーンを簡単に固定することので
きる を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は前記目的を達成するために、内視鏡の挿入部にバルーンを

前記挿入部の外周面に円周方向に形成され
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、
前記係合部又は前記押さえ環の一方には、傾斜面と、該傾斜面に円周方向に形成された

嵌合溝とを備え、
前記係合部又は前記押さえ環の他方には、前記嵌合溝に嵌め込まれる突起と、該突起が

前記嵌合溝に嵌め込まれた際に前記傾斜面との間に前記バルーンの端部を挟持するテーパ
とを備えたことを特徴とする内視鏡用バルーンの固定構造。

前記係合部は、前記挿入部の外周面から突出して形成されることを特徴とする請求項３
に記載の内視鏡用バルーンの固定構造。

前記係合部は、前記挿入部の外周面に形成された溝に形成されることを特徴とする請求
項３に記載の内視鏡用バルーンの固定構造。

内視鏡用バルーンの固定方法及び固定構造
固定する固定方法及び固定構造

内視鏡用バルーンの固定方法及び固定構造

固定
する内視鏡用バルーンの固定方法において、 る
とともに、傾斜面と該傾斜面に形成された嵌合溝、又は、テーパと該テーパに形成された
突起との一方が設けられた係合部と、前記係合部の嵌合溝に嵌め込まれる突起と該突起が
前記係合部の嵌合溝に嵌め込まれた際に前記係合部の傾斜面との間に前記バルーンの端部
を挟持するテーパ、又は、前記係合部の突起が嵌め込まれる嵌合溝と該嵌合溝に前記係合
部の突起が嵌め込まれた際に前記係合部のテーパとの間に前記バルーンの端部を挟持する
傾斜面が設けられた押さえ環と、を用い、前記バルーンの端部を前記係合部と前記押さえ
環とで挟持することを特徴とする。



【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば ルーンの端部を係合部と押さえ環とで挟持する

バルーンの端部を容易に固定することができる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は請求項１の発明において、

【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば ルーンに挿入部を挿通させる手間が不要になり、バ
ルーンの装着作業を迅速に行うことができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は前記目的を達成するために、内視鏡の挿入部にバルーンが

前記挿入部の外周面に円周方向に形成され
、前記バルーンの端部が係合される係合部と、前記係合部に嵌合され、前記バルーンの端
部を前記係合部との間に挟持する押さえ環と、を備え

【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば ルーンの端部を係合部と押さえ環とで挟持する

バルーンの端部を容易に固定することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る によれば、バルーンの端部を係
合部と押さえ環とで挟持するようにしたので、バルーンの端部を容易に挿入部に固定する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付図面に従って本発明に係る の好ま
しい実施形態について説明する。
【００１４】
　図１は、内視鏡装置の実施形態を示すシステム構成図である。図１に示すように内視鏡
装置は主として、内視鏡１０、光源装置２０、プロセッサ３０、及びバルーン制御装置６
６で構成される。
【００１５】
　内視鏡１０は、体腔内に挿入される挿入部１２と、この挿入部１２に連設される手元操
作部１４とを備え、手元操作部１４には、ユニバーサルケーブル１６が接続される。ユニ
バーサルケーブル１６の先端にはＬＧコネクタ１８が設けられ、このＬＧコネクタ１８が
光源装置２０に連結される。また、ＬＧコネクタ１８にはケーブル２２を介して電気コネ
クタ２４が接続され、この電気コネクタ２４がプロセッサ３０に連結される。なお、ＬＧ
コネクタ１８には、エアや水を供給する送気・送水チューブ２６や、エアを吸引する吸引
チューブ２８が接続される。
【００１６】
　手元操作部１４には、送気・送水ボタン３２、吸引ボタン３４、シャッターボタン３６
が並設されるとともに、一対のアングルノブ３８、３８、及び鉗子挿入部４０が設けられ
る。さらに、手元操作部１４の基端部には、後述するバルーン４２に流体を供給したり、
バルーン４２から流体を吸引したりするための供給・吸引口４４が設けられる。以下、流
体としてエアを用いた例で説明するが、他の流体、例えば不活性ガスや水を用いてもよい
。
【００１７】
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、バ ので
、

バルーンが裏返された状態で、前記
バルーンの端部を前記テーパと前記傾斜面とで挟持することを特徴とする。

、バ

固定
される内視鏡用バルーンの固定構造において、

、前記係合部又は前記押さえ環の一
方には、傾斜面と、該傾斜面に円周方向に形成された嵌合溝とを備え、前記係合部又は前
記押さえ環の他方には、前記嵌合溝に嵌め込まれる突起と、該突起が前記嵌合溝に嵌め込
まれた際に前記傾斜面との間に前記バルーンの端部を挟持するテーパとを備えたことを特
徴とする。

、バ ので
、

内視鏡用バルーンの固定方法及び固定構造

内視鏡用バルーンの固定方法及び固定構造



　挿入部１２は、先端部４６、湾曲部４８、及び軟性部５０で構成され、湾曲部４８は、
手元操作部１４に設けられた一対のアングルノブ３８、３８を回動することによって遠隔
的に湾曲操作される。これにより、先端部４６の先端面４７を所望の方向に向けることが
できる。
【００１８】
　図２に示すように、先端部４６の先端面４７には、観察光学系５２、照明光学系５４、
５４、送気・送水ノズル５６、鉗子口５８等が設けられる。観察光学系５２の後方にはＣ
ＣＤ（不図示）が配設されており、このＣＣＤを支持する基板には信号ケーブルが接続さ
れている。信号ケーブルは図１の挿入部１２、手元操作部１４、ユニバーサルケーブル１
６に挿通されて電気コネクタ２４まで延設され、プロセッサ３０に接続されている。した
がって、観察光学系５２で取り込まれた観察像は、ＣＣＤの受光面に結像されて電気信号
に変換され、そして、この電気信号が信号ケーブルを介してプロセッサ３０に出力され、
映像信号に変換される。これにより、プロセッサ３０に接続されたモニタ６０に観察画像
が表示される。
【００１９】
　図２の照明光学系５４、５４の後方にはライトガイド（不図示）の出射端が配設されて
いる。このライトガイドは、図１の挿入部１２、手元操作部１４、ユニバーサルケーブル
１６に挿通され、入射端がＬＧコネクタ１８に配設されている。これにより、光源装置２
０から照射された照明光がライトガイドを介して照明光学系５４、５４に伝送され、照明
光学系５４、５４から照射される。
【００２０】
　送気・送水ノズル５６（図２参照）は、送気・送水ボタン３２によって操作されるバル
ブ（不図示）に連通され、さらに送気・送水チューブ２６に連通される。したがって、送
気・送水ボタン３２を操作することによって、送気・送水ノズル５６からエアまたは水が
観察光学系５２に向けて噴射される。
【００２１】
　鉗子口５８（図２参照）は、鉗子挿入部４０に連通されるとともに、吸引ボタン３４に
よって操作されるバルブ（不図示）に連通され、さらに吸引チューブ２８に連通される。
したがって、吸引ボタン３４を操作することによって、鉗子口５８から病変部等が吸引さ
れ、鉗子挿入部４０から処置具を挿入することによって、この処置具が鉗子口５８から導
出される。
【００２２】
　図２に示すように、挿入部１２の外周面には、ゴム等の弾性体から成るバルーン４２が
装着される。バルーン４２は、両端部が絞られた略筒状に形成されており、挿入部１２を
挿通させて所望の位置に配置した後に、バルーン４２の両端部を挿入部１２に固定するこ
とによって装着される。バルーン４２の端部の固定方法については後述する。
【００２３】
　挿入部１２には、バルーン４２が取り付けられる範囲内に通気孔６２が形成されている
。この通気孔６２は、図１の手元操作部１４の供給・吸引口４４に連通される。供給・吸
引口４４にはチューブ６４が接続され、このチューブ６４がバルーン制御装置６６に接続
される。バルーン制御装置６６は、チューブ６４を介してバルーン４２にエアを供給した
り、エアを吸引したりするとともに、その際のエア圧を制御する装置であり、前面に設け
られた操作ボタン６８によって操作される。なお、バルーン４２はエアを供給することに
よって略球状に膨張し、エアを吸引することによって挿入部１２の外表面に張り付くよう
になっている。
【００２４】
　次に、バルーン４２の端部の固定方法について図３～図５に従って説明する。図３～図
５は、バルーン４２の装着手順を示す説明図であり、バルーン４２、係合部１００、押さ
え環１１０は断面が示されている。
【００２５】
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　これらの図に示すように、挿入部１２の外周面には一対の係合部１００、１００が設け
られている。各係合部１００は突出して形成されており、円周方向に一周するように設け
られている。また、係合部１００は、もう一方の係合部１００に対して反対側の側面が、
挿入部１２の軸を中心とした円錐状に切り欠かれており、傾斜面１０２が形成されている
。さらに、傾斜面１０２には嵌合溝１０４が円周方向に一周するように形成されており、
この嵌合溝１０４に押さえ環１１０の突起１１４が嵌合するようになっている。
【００２６】
　押さえ環１１０は、挿入部１２に着脱自在に取り付けられる部材であり、例えば図６に
示すようにＣ状に形成され、二点鎖線で示す如く弾性変形させることによって挿入部１２
に外周面側から装着できるようになっている。なお、押さえ環１１０の形状はＣ状に限定
するものではなく、Ｏ状に形成されたものに切り込みを入れてもよい。
【００２７】
　また、押さえ環１１０は、図３に示すようにテーパ１１２を有し、このテーパ１１２は
、係合部１００の傾斜面１０２と同じ角度で形成されている。テーパ１１２の先端には突
起１１４が設けられており、この突起１１４が係合部１００の嵌合溝１０４に嵌め込まれ
る。これにより、押さえ環１１０が係合部１００に固定される。
【００２８】
　次に上記の如く構成された係合部１００と押さえ環１１０とでバルーン４２の端部を固
定する場合、まず、図３に示すように、二つの押さえ環１１０、１１０を挿入部１２に取
り付ける。その際、各押さえ環１１０のテーパ１１２がそれぞれ係合部１００の傾斜面１
０２を向くようにする。
【００２９】
　次に、先端側の係合部１００に、バルーン４２の端部を係合させる。すなわち、係合部
１００の傾斜面１０２にバルーン４２の先端を当接させる。そして、この状態のまま、図
４に示すように、先端側の押さえ環１１０を係合部１００側にスライドさせ、押さえ環１
１０の突起１１４を係合部１００の嵌合溝１０４に嵌め込む。これにより、押さえ環１１
０が係合部１００に固定されるとともに、バルーン４２の端部が押さえ環１１０のテーパ
１１２と係合部１００の傾斜面１０２とによって挟圧され固定される。よって、バルーン
４２の端部が挿入部１２に固定される。
【００３０】
　次に、固定されたバルーン４２の端部を基点として、バルーン４２を裏返す。これによ
り、図５に示すように、バルーン４２のもう一方の端部が基端側の係合部１００の位置に
配置される。なお、バルーン４２に表裏がある場合には、予めバルーン４２を裏返してお
き、このバルーン４２を先端側の係合部１００と押さえ環１１０とによって固定した後に
、バルーン４２を裏返すことによって元の状態に戻すとよい。
【００３１】
　次にバルーン４２の基端側の端部を内側に折り返して、係合部１００の傾斜面１０２に
係合させる。そして、基端側の押さえ環１１０を係合部１００側（すなわち、挿入部１２
の先端側）にスライドさせ、押さえ環１１０の突起１１４を係合部１００の嵌合溝１０４
に嵌め込む。これにより、押さえ環１１０が係合部１００に固定され、バルーン４２の端
部が押さえ環１１０のテーパ１１２と係合部１００の傾斜面１０２とによって挟圧されて
固定される。よって、バルーン４２の両方の端部が挿入部１２に固定される。
【００３２】
　このように本実施の形態によれば、押さえ環１１０を挿入部１２に沿ってスライドさせ
て係合部１００に嵌合させるだけで、バルーン４２の端部を固定することができる。よっ
て、バルーン４２の装着作業を容易に行うことができる。
【００３３】
　また、本実施の形態によれば、バルーン４２の端部が折り返された状態で装着されるの
で、バルーン４２を強固に固定することができる。すなわち、端部を折り返さずに固定し
た場合よりも強固に固定することができる。

10

20

30

40

50

(5) JP 3812675 B2 2006.8.23



【００３４】
　なお、上述した実施の形態は、バルーン４２の一方の端部を固定した後にバルーン４２
を裏返して固定するようにしたが、図７に示すように、バルーン４２を予め丸めた状態に
しておくと、バルーン４２の丸みを解くだけで、バルーン４２を挿入部１２に被せること
ができ、バルーン４２の装着作業を容易に行うことができる。
【００３５】
　また、上述した実施の形態は、バルーン４２の端部を折り返した状態で固定したが、こ
れに限定するものではなく、例えば図８に示すようにバルーン４２の端部を折り返さずに
固定するようにしてもよい。図８に示す係合部１２０にはテーパ１２２と突起１２４が設
けられている。一方、図８の押さえ環１３０には、前記テーパ１２２に対応する形状の傾
斜面１３２と、前記突起１２４が嵌合する嵌合溝１３４が形成されている。したがって、
係合部１２０の突起１２４を押さえ環１３０の嵌合溝１３４に嵌合させることによって、
係合部１２０のテーパ１２２と押さえ環１３０の傾斜面１３２とでバルーン４２の端部を
挟圧して固定することができる。
【００３６】
　また、上述した実施の形態は、係合部１００、１２０を挿入部１２と別部材として説明
したが、挿入部１２の外皮部材と同材料によって一体的に形成してもよい。
【００３７】
　さらに、上述した実施の形態は、係合部１００、１２０を挿入部１２の外周面に突出形
成したが、これに限定するものではなく、例えば図９に示すように、挿入部１２の外周面
に溝１４０を形成することによって、挿入部１２に傾斜面１４２と嵌合溝１４４を形成し
てもよい。この場合、挿入部１２の溝１４０に押さえ環１１０を取り付けるようにすると
、挿入部１２の外周面に突出部分がなくなり、挿入部１２の体腔内への挿入を容易に行う
ことができる。
【００３８】
　また、図４～図７に示した係合部１００及び押さえ環１１０の外周縁部、図８に示した
係合部１２０及び押さえ環１３０の外周縁部は、円弧状の面取り部が形成されて滑らかに
なっており、体腔内への挿入に支障のないようになっている。
【００３９】
　なお、本発明は、バルーン４２を内視鏡１０の挿入部１２に装着する場合だけでなく、
挿入部１２の挿入を補助する挿入補助具（いわゆるオーバーチューブ、スライディングチ
ューブ等とよばれるもの）やプローブにバルーンを装着する場合にも適用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明 内視鏡装置を示すシステム構成図
【図２】図１の挿入部の先端部分を示す斜視図
【図３】本発明に係る を説明する説明図
【図４】本発明に係る を説明する説明図
【図５】本発明に係る を説明する説明図
【図６】押さえ環の正面図
【図７】バルーンの 方法の別実施例を示す説明図
【図８】バルーンの 方法の別実施例を示す説明図
【図９】係合部の別形状を示す説明図
【符号の説明】
【００４１】
　１０…内視鏡、１２…挿入部、１４…手元操作部、４２…バルーン、４６…先端部、４
８…湾曲部、６６…バルーン制御装置、１００…係合部、１０２…傾斜面、１０４、１３
４…嵌合溝、１１０…押さえ環、１１２…テーパ、１１４、１２４…突起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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